
デ
カ
ー
か
の
「
規
則
論
」
に
現
は
れ
た
る

批
判
論
的
思
想

朝
永
，
三
十
郎

圃

　
　
親
近
に
於
け
る
薪
カ
ン
ト
浬
動
の
勃
興
に
俘
っ
て
先
行
哲
學
の
見
方
や
脇
起
も
み
の
つ
か
ら

　
其
影
響
を
受
け
、
從
來
看
過
さ
れ
て
居
π
、
カ
ン
ト
哲
學
と
密
接
な
關
係
を
有
す
る
其
の
諸
檬
相
が

　
漸
次
注
意
を
惹
く
や
5
に
な
参
、
共
れ
と
カ
ン
ト
哲
學
と
の
類
縁
が
次
第
に
重
親
さ
る
㌧
や
う
に

　
な
っ
て
來
弘
κ
。
栩
一
へ
ば
、
形
而
上
塵
「
的
に
【
児
ら
れ
て
居
わ
～
ブ
ラ
ト
置
ン
の
「
イ
デ
ア
」
黒
W
を
一
論
理
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
見
る
や
う
に
な
ウ
、
ロ
。
ツ
ェ
の
提
説
に
從
っ
て
之
を
「
蛋
當
」
の
世
界
と
な
す
に
至
っ
た
≧
と
や
、
形
而
上

　
學
を
申
心
と
し
て
見
ら
れ
て
居
舟
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
寸
恩
を
ば
認
識
論
暫
定
は
論
理
的
に
聴
羅
し
、
其

瑠．

o
登
纈
井
に
中
心
織
を
簑
理
問
越
認
識
懸
に
あ
る
と
す
る
や
う
に
な
つ
（
二
）
こ
と
な
ど
は
其

　
　
　
　
　
デ
カ
ー
》
の
「
規
瑚
論
」
に
現
は
贈
れ
た
る
撹
群
論
的
田
伽
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
　
　
　
　
哲
墨
醗
兜
　
第
三
＋
一
號
　
　
、
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

画
め
最
下
し
い
例
で
あ
ら
う
が
へ
更
に
デ
カ
書
ト
哲
學
に
於
け
る
各
誌
論
的
様
相
を
重
観
し
て
之
を

一　
ぱ
普
蓬
の
更
家
の
見
る
以
上
に
．
カ
ン
ト
上
智
と
接
近
せ
し
め
ん
と
す
る
企
圃
が
あ
る
。
砺
し
て

　
此
方
向
に
向
っ
て
の
ラ
イ
ブ
購
書
ツ
研
究
に
於
て
從
來
「
モ
ナ
ド
ロ
ジ
壼
」
が
基
二
叉
は
中
心
と
さ
れ

　
た
に
反
し
て
從
來
閑
却
さ
れ
て
居
控
他
の
小
著
、
小
論
丈
、
往
復
書
翰
等
が
重
要
為
せ
ら
る
＼
に
蓬

　
　
（
三

　
つ
π
と
同
様
、
此
方
向
に
向
っ
て
の
デ
、
雨
雪
ト
研
究
に
於
て
竜
．
「
方
法
叙
読
」
ε
奮
身
謎
曾
営
鷺
臥
笹
2
Φ
）

　
「
瞑
想
録
」
「
哲
學
原
理
奪
の
主
著
が
中
心
と
さ
れ
ず
し
て
、
デ
カ
「
ト
の
最
初
の
哲
學
的
著
作
と
見
ら

　
る
べ
き
、
未
完
算
置
の
昼
食
で
あ
る
「
規
則
論
」
男
①
σ
Q
急
δ
器
U
富
民
。
ぱ
Φ
彰
謬
σ
q
o
亀
（
詳
し
く
は
、
「
精
憩
指
導

　
の
規
則
」
普
通
㌧
麹
Φ
σ
q
鼠
ρ
．
ゼ
測
。
σ
q
Φ
貫
．
．
ご
騨
巳
①
。
・
．
．
等
の
標
題
で
逓
給
し
て
居
る
か
ら
笹
書
で
も
「
規
則
論
」
と

　
略
繹
し
て
置
く
）
が
重
要
競
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
　
爾
ほ
此
方
向
に
向
っ
て
の
先
行
哲
學
の
闘
…
開
に
嘗
て
は
新
カ
ン
毒
物
中
門
に
マ
；
〆
ブ
ル
ク

　
涙
の
惑
者
が
蛇
心
、
少
く
と
も
其
量
要
な
も
の
＼
一
と
な
っ
て
居
る
。
　
現
代
に
於
て
プ
ラ
ト
夏
ン

　
の
新
解
繹
の
代
表
者
は
コ
言
エ
ン
（
こ
れ
は
最
近
に
物
故
し
て
嚴
密
に
言
へ
ば
現
代
に
即
し
な
い

　
と
言
は
ね
ば
な
ら
綴
け
れ
ど
も
）
及
び
ナ
ト
〃
ブ
で
あ
ウ
、
ラ
ィ
プ
ニ
。
ソ
の
新
解
繹
の
最
重
要
な
代

　
表
者
と
し
て
カ
ソ
シ
葺
ラ
置
が
墨
げ
ら
れ
、
此
の
方
向
に
向
っ
て
6
デ
カ
書
ト
研
究
の
最
重
要
な
る

　
代
表
者
も
亦
π
ナ
ト
ル
ブ
で
あ
る
。
ナ
ト
ル
ブ
の
此
方
向
に
向
っ
て
の
デ
カ
喜
ト
研
究
に
は
・
デ



カ
」
ト
の
認
識
論
Q
　
批
鋼
論
の
前
幅
に
關
す
る
一
研
究
」
e
霧
雪
凄
Φ
軌
図
汗
野
暮
じ
一
ω
夢
Φ
嚢
凶
。
・
討
貯
①
ω
9
象
Φ
＆

毒
く
。
お
①
ω
昌
凶
◎
津
。
音
ψ
図
暮
惹
。
・
諺
轟
日
G
。
。
D
ど
が
あ
る
と
い
ふ
が
、
今
は
不
幸
に
し
て
之
を
参
考
す
る
便
を
有

し
な
い
。
此
一
編
は
、
ナ
ト
ル
ブ
の
『
「
規
則
論
」
よ
ウ
「
瞑
想
録
」
ま
で
の
デ
カ
葺
ト
の
機
展
』
（
O
δ
国
客
三
。
匡
二

極
U
①
ω
§
諄
⑦
ω
ぜ
8
負
Φ
ξ
響
㈹
Φ
蔵
．
げ
民
話
働
盛
二
こ
口
農
豊
。
器
些
．
．
曽
。
ぼ
く
達
Q
＄
。
ぼ
。
ぼ
Φ
働
霧
男
巨
・
。
・
。
唱
㌶
。
b
9
菌
・
植

¢
δ
1
・
ρ
㏄
）
と
唇
雄
文
専
心
の
デ
カ
置
ト
暴
露
書
全
集
申
に
於
け
る
其
、
編
者
ア
ル
㌧
－
ぞ
ブ
・
ヘ
ナ

ウ
の
デ
カ
ー
ト
に
卒
す
る
種
々
の
研
究
、
注
意
（
ナ
ト
ル
ブ
に
似
だ
見
方
を
し
て
居
る
）
よ
う
得
た
明

示
、
暗
示
を
緒
と
し
て
「
規
鋼
論
を
諏
ん
で
得
力
結
果
で
あ
る
。

　
（
一
）
木
器
第
＋
八
號
「
驚
ツ
萎
雷
説
の
由
來
」
（
錦
田
嚢
寓
）
碕
第
＋
四
鞍
ヘ
ル
マ
ン
・
・
。
ッ
ご
（
朝
永
三
＋
郎
）
滲
照
。

（
二
）
本
誌
第
二
十
號
「
田
取
近
の
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
研
究
に
就
い
て
」
（
錦
田
義
｛
晶
）
、
同
二
十
五
、
二
十
七
號
「
ロ
ッ
ツ
ェ
婁
脚
田

　
説
の
由
來
」
（
鈴
田
義
富
）
参
照
。

（
三
）
同
上
。

mu

醐

，

　
規
’
国
論
」
の
脚
立
に
就
諾
し
は
種
々
の
異
説
が
あ
る
が
、
併
し
今
は
深
く
此
問
題
に
立
入
ら
な
い
、
叉

　
泥
立
入
る
必
要
も
な
い
。
」
何
故
か
な
れ
ば
、
吾
々
の
當
面
の
目
的
に
興
し
て
は
其
れ
が
「
方
法
叙
説
、
」

㎜
瞑
想
油
蝉
學
原
理
」
等
の
デ
ぞ
あ
主
著
に
先
つ
善
か
簸
デ
カ
窟
あ
最
初
期
の
哲
學
的
著

　
　
　
　
　
デ
カ
ー
ト
　
の
「
規
則
論
」
鋲
現
は
れ
た
る
蜘
判
論
的
患
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



二三5り

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
三
喰
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

作
で
あ
る
（
直
刀
的
以
外
に
は
此
以
前
に
竜
若
干
の
論
著
が
あ
る
、
今
臼
に
存
す
る
「
書
樂
撮
要
」
○
£
彪
。

自
象
餌
き
罵
壽
8
器
の
如
き
其
一
で
あ
る
）
と
い
ふ
乙
と
が
確
定
し
て
居
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
而
し
て
．

・
此
・
織
に
於
て
は
最
古
く
勤
立
．
し
π
爾
異
読
で
あ
る
ベ
ィ
エ
蜜
及
び
ミ
レ
『
を
初
め
と
し
て
其
．
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

の
研
究
者
竜
殆
ん
ど
皆
な
一
致
し
て
居
る
。
唯
吾
々
は
後
の
勢
和
に
封
ず
る
必
要
上
、
箪
に
下
の

こ
と
弾
け
を
（
謹
罎
調
べ
は
省
略
し
て
）
述
べ
て
デ
カ
君
ト
の
思
想
駿
展
上
に
於
け
る
此
著
作
の
位

置
を
示
す
に
止
め
て
置
き
だ
い
。

　
デ
カ
す
ト
が
其
軍
営
生
活
の
問
一
六
一
九
年
ノ
イ
ブ
ル
ク
の
冬
陣
に
於
て
彼
れ
の
所
謂
「
奇
し

き
薮
見
瓢
霧
二
三
彫
葛
影
び
昌
Φ
を
な
し
π
と
い
ふ
こ
と
は
廣
く
知
ら
れ
て
居
る
事
實
で
あ
る
が
、
此
「
奇

し
き
愚
見
」
ζ
そ
彼
れ
が
其
の
登
展
と
適
用
と
の
蕾
め
に
其
生
涯
を
献
げ
ん
し
π
、
「
規
則
論
」
に
於
て

彼
れ
が
「
所
謂
普
遇
親
鍵
學
」
毒
血
Φ
話
強
ω
警
鴬
語
目
貫
越
客
げ
霧
置
日
舞
Φ
同
轍
凶
ψ
の
落
想
で
あ
っ
た
。
デ
カ
言

ト
は
代
籔
に
依
て
幾
何
問
題
を
解
く
こ
と
を
案
出
し
て
解
析
甕
何
學
の
墓
礎
を
置
い
た
、
又
た
自

然
界
の
一
切
の
憂
国
を
ば
挙
等
な
る
物
質
の
機
械
的
蓮
動
と
考
ふ
る
之
と
に
依
て
之
を
歎
學
的

単
寧
に
舐
遷
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
と
考
へ
、
之
に
依
て
．
ア
ネ
ッ
サ
ン
ス
以
來
多
く
の
思
想
家
が
憧

が
れ
求
あ
禿
一
切
の
自
然
界
の
秘
密
を
闘
…
く
べ
袈
關
鍵
を
登
督
し
π
と
考
へ
，
泥
が
、
彼
は
是
等
の

夢
見
と
密
接
に
闘
慨
し
て
数
學
的
認
識
を
ば
一
切
の
認
識
の
典
型
と
考
ふ
る
に
至
つ
カ
。
其
の



　
　
確
野
性
の
標
野
「
其
の
明
断
豊
明
の
直
観
、
其
の
解
析
的
方
法
を
ば
彼
れ
は
回
切
の
認
識
に
適
用
し

　
　
て
之
に
依
て
全
然
新
し
い
基
礎
を
哲
學
、
或
は
碧
く
一
切
の
科
學
に
與
へ
や
う
と
考
へ
た
。
此
落

　
想
が
即
ち
彼
れ
の
所
謂
「
奇
し
き
螢
見
」
で
あ
っ
た
。
間
も
な
く
彼
れ
は
軍
除
生
活
を
僻
し
て
約
五

　
年
男
を
諸
方
の
遍
歴
に
、
次
の
約
三
年
聞
を
巴
里
及
び
其
近
郊
の
隠
棲
に
途
つ
だ
が
、
此
問
に
（
恐
く

　
隠
遁
生
活
の
裡
に
）
彼
れ
は
其
普
遍
的
第
四
の
落
網
を
詳
叙
し
て
其
方
法
論
の
梗
概
を
草
せ
ん
と

　
し
た
。
其
れ
が
未
完
の
儘
笙
底
に
藏
せ
ら
れ
て
居
π
の
が
即
ち
円
規
争
論
し
で
あ
っ
て
、
「
方
法
叙
読
」
は

　
賜
れ
が
更
に
整
理
精
錬
き
れ
、
重
複
が
淘
汰
き
れ
て
簡
潔
に
さ
れ
（
且
つ
先
行
哲
聖
者
の
著
作
よ
め

　
受
け
だ
先
入
の
見
に
累
は
さ
れ
て
居
な
い
普
通
人
士
の
軍
純
霞
然
の
理
性
に
訴
へ
ん
が
爲
め
に

　
殊
更
に
卑
語
を
以
て
書
か
れ
）
だ
竜
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
内
容
に
於
て
も
爾
者
の
聞
に
重
要

　
な
相
違
・
が
あ
る
。
㎡
…
し
て
「
方
法
叙
説
」
に
添
付
し
て
「
哲
學
七
六
壱
巽
器
℃
蓬
8
。
冨
一
ρ
零
¢
の
標
題
を
以

　
て
彼
れ
が
公
に
し
た
「
光
學
」
、
「
氣
象
學
『
「
幾
、
何
學
」
の
三
編
は
自
己
の
提
唱
に
係
る
此
新
方
法
を
ば
實

　
地
に
i
物
理
學
及
び
溌
墨
學
の
研
究
に
1
適
用
し
て
其
適
用
の
實
例
と
数
果
と
を
示
す
と

　
共
に
、
科
無
血
に
於
け
る
彼
れ
の
重
要
な
る
貢
献
鋳
る
藪
學
的
物
理
學
及
び
解
析
蔑
何
學
の
二
學

　
を
創
噛
し
た
も
の
で
あ
う
、
而
し
て
同
時
に
更
に
既
方
法
を
ば
形
而
上
的
鋤
象
及
び
贋
く
旨
然
界

蹴
　
の
研
究
に
適
用
し
て
其
濁
創
の
形
而
上
細
読
と
徹
飛
し
π
機
械
的
世
界
観
と
を
無
い
な
瞑
想
録
」

　
　
　
　
　
デ
カ
ー
・
p
の
「
親
則
論
」
に
現
は
れ
た
る
批
剣
論
的
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



　
　
　
　
　
　
鍋
誓
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
蚤
　
一
二
　
十
　
一
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

㎜
及
び
唇
學
原
理
・
の
先
騙
と
見
・
．
る
ベ
ミ
の
で
あ
る
。
之
に
依
て
見
れ
ば
．
規
則
論
・
は
大
膣
デ
九

　
婁
ト
哲
學
禮
系
の
序
論
遼
る
べ
き
「
方
法
無
血
」
の
未
熟
の
形
で
あ
る
と
見
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
從
つ

　
て
又
た
デ
カ
ー
ト
の
哲
學
思
想
に
於
て
最
幼
稚
な
る
画
展
階
級
を
代
表
す
る
と
見
ら
れ
ね
ば
な

　
ら
ぬ
（
年
齢
よ
う
言
て
も
其
れ
は
デ
カ
す
ト
の
二
十
三
歳
よ
ウ
三
十
二
歳
ま
で
の
問
の
作
と
見
ら

　
れ
ね
ば
な
ら
膿
）
。
併
し
批
剣
劇
學
と
の
謡
言
と
い
ふ
霜
よ
う
見
れ
ば
活
作
は
デ
カ
『
ト
砂
諸
作

　
申
最
重
要
な
も
の
ぞ
あ
っ
て
、
之
に
現
は
れ
て
居
る
デ
カ
書
ト
の
立
方
は
批
鋼
論
の
種
々
の
重
要

　
な
様
相
を
具
備
し
て
居
る
、
少
く
と
も
カ
ン
ト
前
の
近
世
哲
西
者
の
如
何
な
る
他
の
著
作
よ
り
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
更
に
デ
カ
蜜
ト
自
身
の
後
期
の
何
れ
の
作
よ
ウ
も
、
遙
か
に
批
剣
的
．
要
素
に
富
ん
で
居
る
。

　
　
（
一
）
閑
長
。
国
。
・
呂
3
Q
霧
。
げ
ざ
耳
。
g
巨
岩
㊦
目
窪
財
藝
。
硯
ε
臣
。
H
リ
ヨ
。
。
H
捧
b
㊦
。
，
。
毘
①
・
。
、
柑
巨
。
。
・
。
笹
ぎ
冨
ノ
く
巴
（
。
H
（
蜀
謀
r
譲
匪
。
夢
鼻
望
．
ゆ
ご
｝

　
　
　
　
蓼
）
搾
く
i
曽
囲
≧
停
籠
翻
5
。
げ
。
募
葺
の
く
。
箒
a
Φ
謡
自
§
と
開
藷
⑦
ぢ
、
、
”

　
　
（
二
）
　
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
一
方
に
於
て
は
「
規
則
論
」
を
重
鵬
し
、
之
と
「
方
法
叙
論
」
と
の
問
の
重
要
な
る
相

　
　
・
　
痙
を
看
過
し
て
デ
カ
ー
ト
の
方
法
観
の
叙
設
に
於
て
は
主
と
七
て
之
に
隷
っ
て
屠
る
が
、
他
方
に
於
て

　
　
　
は
「
二
十
論
」
に
於
け
る
批
判
論
的
契
機
の
見
方
は
不
充
分
で
あ
る
。
　
「
規
鰐
論
」
の
「
方
法
」
と
「
方
法
叙
詮
」
の
「
方

　
　
　
法
」
と
の
闇
に
は
重
要
な
相
蓮
が
あ
り
、
而
し
て
デ
カ
ー
ト
の
卸
量
饅
系
の
基
礎
と
な
っ
て
居
・
る
の
は
後

　
　
　
者
で
あ
る
か
ら
、
前
者
と
後
者
と
を
同
観
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
叉
た
葡
者
を
主
材
と
し
た
叙
説
を
デ
カ

　
　
　
ヨ
ト
哲
學
膿
血
の
基
礎
と
す
る
こ
と
も
共
に
不
精
密
の
諺
を
脆
か
れ
な
い
。
　
又
た
彼
れ
ぱ
、
此
叙
設
の

　
　
　
問
に
批
剣
哲
學
と
の
重
要
な
る
類
縁
の
一
二
鮎
に
鯛
れ
て
は
居
る
が
、
併
し
織
抵
他
の
重
嬰
な
鮎
趨
逸



し
て
労
る
。
詰
り
「
規
則
論
」
は
、
デ
カ
ー
ト
の
膿
系
の
基
礎
と
な
っ
て
暦
る
「
方
法
叙
論
」
，
方
法
論
を
ぱ
完

成
し
た
も
の
と
し
て
見
れ
ば
デ
カ
雇
ト
の
思
想
の
工
め
て
未
熟
な
幼
稚
な
段
階
を
代
表
す
る
と
見
ね

ば
な
ら
ぬ
と
共
に
、
批
判
哲
學
の
繭
芽
を
含
む
と
い
ふ
鮎
よ
9
言
へ
ば
他
の
何
れ
の
作
に
も
優
る
と
見

ね
ば
な
ら
ぬ
。

三

　
　
此
書
の
舅
頭
、
帥
ち
「
規
則
第
こ
の
條
下
に
於
て
デ
カ
露
ト
が
第
一
に
力
聞
し
て
居
る
こ
と
は
、
一

　
切
の
科
學
ω
。
富
町
営
Φ
は
吾
々
の
思
惟
の
、
本
性
に
根
祇
を
有
す
る
「
方
法
」
の
統
一
作
用
に
基
い
て
成

　
立
つ
、
竜
の
で
あ
る
．
か
ら
、
此
方
法
、
此
思
惟
の
本
性
の
認
識
が
自
籐
一
切
の
認
識
に
先
っ
て
爲
さ
れ

　
ね
ば
な
ら
狼
最
初
．
の
事
業
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
、

　
　
科
學
官
営
精
紳
の
認
識
豊
凶
8
α
q
三
げ
義
義
立
づ
」
蟄
・
窃
の
科
學
は
人
智
謬
霞
炉
豊
婁

　
営
に
外
な
ら
ず
」
、
而
し
て
人
智
は
「
其
れ
が
如
何
に
多
様
菰
甥
象
に
適
用
さ
る
㌦
と
竜
馬
に
一
に
し

　
て
同
じ
竜
の
二
星
Φ
酔
⑦
＆
Φ
旨
で
あ
る
、
大
陽
の
光
が
其
れ
に
照
さ
れ
る
事
物
の
多
様
に
依
て
墾
化
を

　
受
け
臓
と
同
様
封
象
の
多
様
に
依
て
憂
化
を
受
け
ぬ
」
（
ω
・
。
。
）
。
從
っ
て
科
學
の
研
究
者
は
第
一
に
先

　
づ
特
殊
枝
棄
の
研
究
に
向
は
ず
し
て
一
切
の
科
學
の
本
源
だ
る
此
人
間
精
興
叉
は
人
智
其
者
の

鵬
本
性
を
究
あ
ね
ば
な
ら
発
呼
本
源
の
研
究
は
帥
ち
特
殊
の
研
究
に
製
し
て
・
普
遍
的
科
學
」
鋸
旨
．

　
　
　
　
　
ヂ
カ
ー
ト
の
「
規
胴
期
論
」
に
現
は
れ
翫
る
批
判
論
的
葱
鮪
　
　
　
　
　
　
　
七
呼



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
鎮
三
十
一
聾
八

琳
　
Φ
議
紳
『
　
o
Q
費
豆
①
暮
㌶
と
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
而
し
て
一
切
の
特
殊
認
識
は
其
れ
が
人
間
の
認

1
　
識
で
あ
る
以
上
、
各
自
此
「
普
遍
的
科
學
」
に
嘗
て
統
一
さ
る
㌧
の
み
な
ら
ず
、
其
凡
て
・
が
叉
だ
之
に
依

　
て
互
に
密
接
に
結
付
け
ら
れ
、
互
に
依
存
す
る
様
に
相
關
号
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
從
っ
て
個
々
の

　
特
殊
認
識
を
ば
個
劉
に
研
究
す
る
よ
う
竜
嚇
切
の
認
識
を
ば
互
に
關
廃
せ
し
め
て
研
究
ず
る
方

　
が
遙
か
容
易
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
摩
の
學
問
硯
究
者
の
多
く
が
、
植
物
の
性
能
や
、
天
腱
の
蓮

　
行
や
、
耳
蝉
の
憂
質
と
い
ふ
が
如
き
枝
葉
の
問
題
に
没
頭
し
て
人
間
の
精
聯
其
者
、
或
は
此
「
普
遍
的

　
科
學
」
其
者
の
研
究
に
何
等
の
注
意
を
も
向
け
な
か
つ
完
の
は
本
末
鰻
重
を
聴
倒
し
だ
菟
の
と
言

　
は
ね
ば
な
ら
滋
（
ω
．
恥
）
。

　
　
即
ち
「
規
則
論
レ
の
登
端
に
於
て
既
に
、
第
一
に
認
識
其
者
の
研
究
を
ば
哲
學
の
首
途
に
置
く
と
い

　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぬ

　
ふ
こ
と
、
第
二
に
物
の
統
一
の
代
套
に
認
識
の
統
一
を
置
代
へ
る
と
い
ふ
乙
と
、
此
二
様
の
批
鋼
論

　
的
思
想
が
鮮
か
に
現
は
れ
て
居
る
。
此
第
二
の
瓢
は
其
後
随
慮
に
反
復
注
意
さ
れ
て
居
る
。
デ

　
カ
す
塾
は
事
物
を
認
識
す
る
に
は
之
を
分
解
し
て
翠
複
の
順
序
に
排
序
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た

　
が
、
併
し
其
れ
は
ア
リ
ス
》
テ
レ
『
ス
一
難
の
範
傭
に
於
て
見
る
様
な
存
在
の
仕
方
に
從
っ
て
思

　
な
く
し
て
、
二
に
依
て
他
が
理
解
さ
れ
得
る
限
う
に
継
て
」
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
繊
（
こ
Q
・
b
っ
q
）
と
論
き
、
叉
た

　
認
．
識
の
限
界
を
論
ず
る
爲
に
認
識
の
事
象
を
げ
軍
複
の
二
種
に
分
類
す
る
に
鞭
て
、
特
に
軍
に
吾



麗
　
吾
の
知
性
が
含
意
し
得
る
限
う
に
於
て
之
を
考
査
す
る
」
と
断
う
（
ω
．
餐
）
・
更
に
認
識
封
象
の
考
査
に

　
　
出
て
の
第
一
の
注
意
と
し
て
．
物
ば
吾
々
の
認
識
の
順
序
に
從
へ
ば
吾
々
．
が
事
實
的
存
在
に
關
し

　
　
で
之
に
就
て
云
々
す
る
揚
合
と
は
全
く
異
な
っ
て
港
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
O
Q
．
O
ご
と
説
い
て
居
る
。

　
　
斯
く
て
認
識
は
封
象
を
照
す
と
こ
ろ
の
大
陽
で
あ
っ
て
野
象
よ
う
し
て
光
を
受
け
る
も
の
で

　
は
な
い
、
認
識
が
甥
象
に
順
朦
す
る
の
で
な
く
し
て
封
象
が
其
れ
が
認
識
の
封
象
で
あ
る
限
う
認

　
識
に
順
署
す
る
の
で
あ
る
、
認
識
は
其
自
身
の
内
に
一
切
の
科
學
、
一
切
の
知
識
の
統
一
及
び
同
蝋

　
の
原
理
を
具
有
し
、
之
に
曾
て
普
ね
く
｝
切
の
事
物
を
結
合
統
一
し
て
『
の
普
遍
的
認
識
の
封
象

　
と
す
る
。
併
し
此
統
一
を
造
出
し
此
を
一
切
の
事
物
に
與
ふ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
認
識
の
如
何

　
な
る
カ
な
る
か
。
曰
く
「
方
法
め
カ
で
あ
る
。
此
『
方
法
」
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
デ
殉
言
》

　
に
依
れ
ば
無
論
從
來
の
多
撒
學
者
の
本
末
顛
倒
の
結
果
と
し
て
荷
ほ
關
明
さ
れ
て
居
参
い
、
之
れ

　
を
閾
明
す
る
こ
と
は
彼
自
身
の
第
一
義
的
任
務
と
し
て
残
さ
れ
て
居
る
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
併

　
．
し
其
本
性
は
拳
蟹
事
實
と
し
て
存
す
る
数
學
と
或
先
馬
思
想
家
の
思
索
の
跡
と
に
於
て
或
程
度

　
ま
で
は
暗
示
さ
れ
て
居
る
。
デ
カ
置
ト
は
彼
自
身
如
何
，
に
し
て
此
暗
示
を
受
け
π
か
を
ば
「
規
則

　
第
四
」
の
條
（
の
・
頓
b
っ
燭
）
下
に
叙
述
し
て
居
る
が
其
叙
述
は
大
部
分
「
方
法
叙
読
」
の
其
れ
と
附
合
し
て
居

蒲
る
け
れ
ど
も
奨
間
に
律
管
論
的
傾
翠
煙
到
的
傾
向
が
後
饗
に
比
し
て
遙
か
張
く
現
は
れ
て
居
る

　
　
　
　
　
デ
カ
ー
ト
の
「
規
則
論
」
に
現
は
れ
た
る
批
判
論
堀
江
惣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
哲
學
硯
究
幽
第
三
十
一
號
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

こ
と
が
注
意
を
惹
く
。

．
（
一
）
轡
名
を
示
さ
る
蕊
頁
付
け
は
凡
て
b
艮
母
頃
謡
O
げ
①
昌
鋒
賃
の
猫
課
蜀
。
σ
碕
。
ぎ
N
琴
巨
①
穿
告
σ
q
二
蕊
Q
①
繭
。
・
｛
譲
（
勺
ピ
整
濠
げ
置
O
菩
①
ぎ

　
ヒ
d
3
b
っ
㊦
．
d
震
。
鴛
零
切
．
℃
ぼ
レ
ノ
く
①
葺
Φ
蝉
）
に
よ
る
。
　
但
し
引
用
直
中
の
原
語
は
多
く
予
‘
の
挿
入
に
係
る
。

四

　
デ
カ
『
ト
は
先
づ
從
來
事
實
と
し
て
存
す
る
諸
説
中
に
於
て
数
學
が
最
玉
筆
の
畢
で
あ
る
と

い
ふ
ζ
と
に
着
眼
し
疫
。
而
し
て
先
づ
藪
學
的
」
な
る
語
は
心
密
に
何
を
．
意
味
す
る
か
、
何
故
に
人

は
從
來
算
術
及
び
幾
何
の
二
學
の
み
を
歎
學
と
呼
び
、
天
文
、
晋
樂
、
其
他
の
學
を
ば
其
内
に
歎
へ
臓

か
を
問
ム
た
。
而
て
秩
序
及
び
計
度
自
曾
弩
『
に
摩
す
る
研
究
を
目
的
ど
す
る
四
切
の
科
學
は
其

れ
曝
け
の
程
度
に
於
て
必
ず
数
學
に
県
外
を
有
す
る
、
そ
の
秩
序
及
び
計
度
の
研
究
さ
る
、
封
象

が
数
凍
る
か
、
形
な
る
か
、
天
膿
な
る
か
、
聖
な
る
か
に
は
關
曝
し
な
い
、
と
い
ふ
こ
と
を
見
幽
し
．
た
。

而
し
て
之
よ
う
推
し
て
、
如
何
な
る
勤
象
に
適
用
さ
る
＼
か
と
い
ぶ
こ
と
を
全
然
離
れ
て
、
荷
く
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

秩
序
及
び
難
度
に
就
て
知
ら
る
べ
き
一
切
の
こ
と
を
設
明
し
導
べ
き
普
遍
的
科
學
が
な
け
れ
ば

な
ら
綴
、
而
し
て
此
學
は
、
其
れ
あ
み
が
爲
め
に
他
の
科
學
が
数
學
・
的
と
呼
ば
れ
得
る
所
以
の
根
櫨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

を
含
寮
ね
ば
な
ら
諏
か
ら
、
之
を
「
普
遍
的
裏
芸
」
と
．
呼
ぶ
≧
と
が
出
來
る
と
考
へ
π
。



　
　
人
間
精
薬
は
或
「
紳
的
」
な
性
能
を
具
有
し
て
居
て
眞
知
の
種
子
は
本
管
其
申
に
植
付
け
ら
れ
て

　
居
る
か
ら
、
全
然
放
置
さ
れ
て
居
て
も
或
は
本
末
顛
倒
の
様
々
の
學
問
の
障
害
を
受
け
つ
㌧
菟
、
爾

　
ほ
あ
の
つ
か
ら
芽
を
驚
き
何
等
か
の
驚
喜
を
齎
ら
さ
ず
に
は
居
な
い
。
過
去
に
於
け
る
其
成
果

　
の
實
例
は
墜
ち
算
術
及
び
幾
何
學
で
あ
る
。
希
臓
の
数
學
者
中
に
既
に
解
析
に
依
て
幾
何
問
題

　
を
解
く
乙
と
は
知
ら
れ
て
居
っ
た
。
而
し
て
古
代
藪
思
者
が
形
に
就
て
行
っ
た
こ
と
を
歎
に
就

　
て
行
ム
や
う
に
凍
っ
た
の
が
今
日
の
代
撒
で
あ
る
。
此
等
學
は
實
に
此
「
方
法
の
生
具
的
原
理
よ

　
♪
生
じ
出
で
た
み
の
つ
か
ら
の
望
事
」
（
ψ
H
刈
）
に
外
な
ら
臓
。
此
二
四
は
其
の
野
畑
が
非
常
に
輩
純

　
で
あ
る
か
ら
、
複
歪
な
る
鋼
象
を
取
扱
ム
他
の
諸
學
に
比
し
て
研
究
上
障
碍
が
少
な
い
、
此
生
具
的

　
原
理
の
重
用
が
此
二
四
に
於
て
特
に
．
よ
く
下
達
し
遼
の
は
其
の
自
然
の
結
果
で
あ
る
と
言
は
ね

　
ば
潔
ら
ぬ
。
併
し
他
の
上
界
と
難
抽
選
し
綿
密
な
る
注
意
と
努
力
と
を
以
て
考
究
し
た
な
ら
ば

　
充
分
な
る
成
果
が
得
ら
れ
な
い
理
は
な
い
。
原
理
上
の
可
能
不
可
能
の
差
で
な
く
し
て
封
象
の

　
軍
短
に
基
く
唯
の
難
易
の
差
で
あ
る
以
上
、
其
困
難
は
叉
だ
考
究
の
綿
密
に
依
て
打
勝
尤
る
べ
き

　
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
尚
ほ
又
た
、
希
臓
の
哲
學
創
始
春
の
或
者
が
、
数
學
の
造
詣
な
き
も
の
の
哲
學
の
門
に
入
る
こ
と

職
を
許
裏
か
つ
泥
と
い
ふ
事
銀
）
も
亦
た
此
の
如
愈
想
に
勢
廻
す
る
の
で
あ
る
・
無
論
彼
等
は

　
　
　
　
　
デ
カ
ー
ト
の
「
規
期
論
」
に
現
は
れ
た
る
批
判
論
的
思
額
ゆ
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
｝



　
　
　
　
　
暫
墨
　
研
　
究
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三
十
一
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

囎
　
斯
の
如
き
普
遍
的
方
法
の
明
確
な
意
識
を
有
っ
て
は
居
な
か
つ
カ
。
併
し
哲
學
、
或
は
あ
ち
ゆ
る

　
學
の
翼
の
方
法
が
二
軍
純
な
形
を
以
て
激
學
に
現
は
れ
て
居
る
ζ
と
、
從
っ
て
先
づ
・
此
學
に
於
て

　
精
工
を
訓
錬
し
π
者
に
し
て
初
め
て
他
の
更
に
複
急
な
る
野
盗
の
研
究
に
入
る
こ
と
が
趨
來
る

　
と
い
ふ
こ
と
を
．
其
無
垢
な
、
書
籍
や
枝
葉
の
研
究
や
に
依
て
原
創
力
の
消
耗
さ
れ
て
居
な
い
心
を

　
以
て
朧
ろ
氣
に
洞
見
℃
た
の
で
あ
る
と
想
像
す
る
こ
と
が
出
血
る
。

　
　
帥
ち
、
從
來
成
立
し
て
居
る
歎
賞
は
吾
々
が
新
方
法
を
二
見
す
べ
・
き
端
緒
を
供
給
す
る
。
激
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
其
者
は
其
れ
ほ
ど
重
要
な
學
で
は
な
い
が
、
吾
々
は
之
を
蓮
じ
て
一
切
の
科
學
の
基
礎
た
る
べ
き

　
新
方
法
の
微
光
を
認
め
る
こ
と
が
出
阿
る
。
此
新
築
學
は
實
に
「
人
置
理
性
の
第
一
基
礎
」
覧
塁
蟹

　
銘
。
弦
重
三
巳
誓
器
峯
量
昌
窪
夢
（
◎
農
」
G
。
属
眞
理
の
第
一
種
子
も
臥
起
勲
く
霧
騨
暮
償
B
。
。
Φ
H
巳
霧
（
む
a
・
嵩
）
を
其
内
に
含
み
、
葡

　
し
て
「
如
何
な
る
掛
象
か
ら
も
翼
理
を
引
出
す
」
と
い
ふ
ヒ
と
を
其
職
分
と
し
、
』
切
の
認
識
の
淵
源
」

　
と
し
て
一
切
の
科
学
の
首
位
を
占
め
、
「
入
力
に
よ
ゑ
て
獲
ら
る
＼
あ
ら
ゆ
る
他
の
認
識
に
優
越
す

　
る
」
も
の
で
あ
る
。
（
ω
・
嵩
一
H
Q
。
・
）

　
　
然
ら
ば
三
智
の
如
何
に
拘
ら
ず
獄
學
を
し
て
確
實
の
認
識
泥
ら
し
む
る
根
鑛
は
其
の
如
何
な

　
る
性
質
で
あ
る
か
。
デ
カ
喜
ト
に
よ
れ
ば
吾
々
の
知
性
が
誤
謬
の
恐
な
く
し
て
進
み
得
る
確
實

　
な
る
認
識
の
途
に
二
σ
あ
る
。
其
れ
は
立
ち
直
槻
と
演
繹
と
で
あ
る
。
但
し
神
慮
に
所
講
直
概



　
と
は
普
蓮
解
せ
ら
る
る
様
に
戚
畳
の
酪
漿
を
意
曝
す
る
の
で
は
な
い
、
若
く
ば
不
明
。
瞭
な
る
威
性

　
的
想
像
に
篤
い
π
到
断
で
も
な
い
、
一
毫
の
疑
竜
播
む
こ
と
の
出
來
綴
、
「
純
，
牌
に
し
て
注
意
し
た
る

　
精
確
の
（
憲
①
昼
ω
鷺
罫
¢
簿
客
審
，
b
夢
Φ
）
軍
純
到
明
の
表
象
」
で
あ
る
。
別
集
を
以
て
言
へ
ば
、
「
唯
々
理
性
の

　
光
．
明
の
み
よ
り
起
う
走
る
、
一
切
の
疑
を
超
越
し
π
る
、
純
血
に
し
て
注
意
し
π
る
精
髄
の
表
象
」
で

　
あ
る
。
例
へ
ば
吾
を
が
直
槻
に
依
て
、
肖
己
が
存
在
す
る
こ
と
、
自
己
が
思
惟
（
意
識
）
す
る
こ
、
と
、
三
角

　
形
は
三
線
に
依
て
、
球
は
唯
圃
の
面
の
み
に
依
て
園
ま
る
＼
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
知
る
は
其
藪

　
例
で
あ
る
。
演
繹
隔
ば
之
に
反
し
て
既
に
確
實
に
認
識
さ
れ
π
る
事
よ
参
し
て
必
然
的
に
共
れ
よ

　
ウ
起
ム
來
る
こ
と
を
導
出
す
作
用
で
あ
る
。
（
G
Q
・
憲
1
罷
）
而
し
て
デ
カ
f
ト
に
依
れ
ば
、
歎
學
が
他

　
・
の
學
に
優
れ
て
確
實
で
あ
る
の
は
．
此
認
識
の
黙
黙
以
外
に
絶
妙
的
に
如
何
な
る
作
用
に
竜
頼
ら

　
．
ざ
る
結
果
で
あ
、
る
。
從
っ
て
此
数
學
の
研
究
の
仕
方
を
ば
其
特
殊
の
封
象
よ
う
引
．
離
し
て
考
査

　
す
れ
ば
、
吾
々
は
凡
て
の
科
學
に
適
用
さ
る
べ
き
方
法
上
の
講
懸
命
を
登
隠
し
得
る
理
で
あ
る
。

　
　
以
上
「
規
則
論
」
に
於
け
る
方
法
と
数
學
と
の
關
係
を
ば
殊
更
に
比
較
的
詳
述
し
た
の
で
あ
る
が
、

　
其
れ
が
「
方
法
叙
誰
に
於
け
る
其
れ
と
如
侮
に
異
な
る
か
と
い
ふ
こ
と
、
而
し
て
其
灘
改
が
．
「
蜘
剛
論
」

　
に
於
け
る
批
劉
的
思
想
の
憂
事
と
如
何
k
關
係
す
る
か
と
い
ふ
問
題
は
後
に
譲
っ
て
．
此
虚
で
は

目
上
蓮
の
所
説
と
結
付
い
て
ヵ
ン
・
の
・
ア
ナ
ヲ
オ
リ
あ
観
念
が
如
何
に
現
は
れ
て
居
る
か
を
見
て

　
　
　
　
　
デ
　
カ
　
馨
ト
の
「
規
珊
論
」
に
現
は
れ
た
る
批
鋼
一
調
的
懸
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



玉6〔s・

　
　
　
　
　
哲
　
學
　
醸
　
究
　
　
蒙
三
十
一
籔
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
、
　
、

置
か
う
。
前
に
吾
々
は
新
藷
學
は
「
入
聞
理
性
の
第
一
基
礎
」
、
「
眞
理
の
第
一
種
子
」
を
含
む
と
い
ふ
句

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

を
引
用
し
π
が
、
此
第
一
℃
二
兎
蓼
の
語
は
明
か
に
カ
ン
ト
の
デ
・
プ
リ
オ
リ
」
の
意
味
を
含
む
と
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
セ

こ
と
が
出
來
や
う
。
更
に
デ
カ
君
ト
が
方
法
の
根
本
下
期
を
ば
「
最
翠
純
に
し
て
第
一
、
若
し
吾
々

　
　
　
　
ミ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

の
精
…
紳
が
初
よ
ウ
し
て
之
を
適
用
し
得
る
に
非
ざ
れ
ば
方
法
の
如
何
な
る
規
定
と
錐
も
一
如
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

な
る
輩
純
な
も
の
で
あ
っ
て
も
一
解
す
る
乙
と
は
出
來
諏
ほ
ど
、
聖
母
に
し
て
第
一
の
も
の
で
あ

’
る
と
黒
い
て
居
る
語
句
中
に
は
デ
・
ブ
リ
オ
リ
」
の
意
昧
が
最
明
瞭
に
現
は
れ
て
居
る
っ
更
に
叉
π
。

翼
理
の
種
子
、
方
法
の
原
理
は
人
間
精
紳
の
「
紳
的
」
性
能
中
に
本
鞘
胚
胎
し
て
居
る
、
敷
學
は
實
に
、
此

，

生
理
的
原
理
よ
ウ
生
じ
出
で
疫
み
の
つ
か
ら
の
結
果
」
に
外
な
ら
澱
と
い
・
ふ
語
句
に
竜
同
様
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

昧
を
讃
む
ε
が
出
ポ
來
る
。
更
に
「
純
粋
に
て
注
意
し
だ
る
馬
車
の
軍
単
寧
聖
な
る
表
象
」
、
又
は
「
唯
々

へ
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
や
　

へ

理
牲
の
光
明
の
み
よ
う
起
ウ
來
る
・
：
：
純
樺
に
し
て
注
意
し
泥
る
精
脚
の
表
象
」
と
い
ふ
デ
カ
ー

ト
の
直
観
の
定
義
が
カ
ン
ト
の
「
ア
・
ブ
リ
オ
リ
」
の
意
味
を
有
す
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
竜
な
い
。
　
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
コ
ヘ
　
ヘ
　
へ

他
デ
カ
ー
ト
は
直
観
の
條
件
と
し
て
其
言
表
が
明
断
鋼
筆
な
る
こ
と
、
次
ぎ
次
で
な
く
全
禮
と
し
　
・

ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
一
度
に
隻
・
・
。
・
ぎ
覧
に
認
め
ら
る
＼
と
い
ふ
こ
と
の
二
つ
を
、
ψ
α
ご
、
或
は
・
現
在
の
明
謹
」
鷲
塞
2
屡
①
雫

建
窪
葺
を
（
ω
・
雛
）
墨
げ
π
と
こ
ろ
に
竜
同
量
の
意
味
が
現
は
れ
て
居
る
。
但
し
カ
ン
塾
の
思
想
と

の
問
に
重
要
な
る
精
粗
の
差
が
あ
る
と
い
ム
こ
と
は
荷
ほ
後
に
述
べ
ね
ば
な
ら
ゆ
、
荷
ほ
叉
だ
此



等
の
思
想
に
於
て
は
彼
れ
が
古
代
哲
學
者
中
事
奪
重
し
て
居
つ
π
ブ
ラ
ト
璽
ン
の
影
響
を
受
け

て
居
る
の
で
あ
る
と
見
ら
る
＼
の
で
あ
る
が
併
し
此
織
に
於
て
彼
が
批
到
論
を
逸
脱
す
る
端
が

開
け
て
居
る
こ
と
は
後
に
述
べ
る
通
ρ
で
あ
る
。

．
（
一
）
値
し
既
虎
に
所
謂
「
質
置
こ
は
藪
を
欝
猿
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
離
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
精
密
に
嘗

　
　
へ
ぼ
数
學
と
課
す
る
は
不
可
で
あ
る
。

　
（
二
）
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
派
及
び
プ
ラ
ト
ー
ン
、
殊
に
後
者
が
三
八
九
年
「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
開
講
に
際
し
て
蓮
べ
た

　
有
名
な
「
幾
何
學
を
學
ば
ぎ
る
者
は
予
の
門
に
入
る
出
れ
」
の
語
を
意
味
す
る
と
解
せ
ら
る
エ
。

　
（
三
）
ヂ
ヵ
ー
ト
は
規
則
論
に
於
て
竜
「
方
法
叙
説
」
に
於
て
竜
鍛
學
其
者
に
重
，
き
を
僧
い
て
居
な
い
、
規
則
論

　
　
に
於
て
は
一
数
學
の
問
題
を
ぱ
象
。
ま
艮
。
露
。
口
則
同
。
げ
ぎ
溝
。
・
：
：
”
だ
。
房
騨
国
国
げ
①
”
げ
¢
ロ
馨
δ
同
。
監
。
噌
Q
8
ヨ
簿
臼
誉
吋
Φ
鷺
話
5
。
の
の
一
弾
口
山
Φ
戸

　
器
。
慶
聾
ま
躍
Φ
”
唱
山
⑦
σ
q
①
巨
と
嘗
っ
て
居
る
。

　
　
た
　
　
へ

　
（
四
）
第
一
と
い
ふ
課
語
は
不
精
密
と
患
ふ
，
が
外
に
面
戸
を
思
付
か
な
い
か
ら
共
れ
に
し
た
。
切
昌
。
冨
ロ
麟
二
は

　
象
Φ
≦
β
侵
の
ぎ
『
漆
㊦
ロ
Q
弓
轟
口
創
一
牌
㈹
①
β
と
課
し
、
日
。
羅
①
唄
の
「
ヂ
カ
ー
ト
抄
」
に
は
停
①
臨
導
け
。
ざ
房
Φ
コ
謎
と
課
さ
れ
て
居
る
。

li61

五

　
更
に
デ
カ
F
ト
は
上
に
叙
質
し
て
來
た
ζ
と
＼
密
接
に
關
算
し
て
認
識
の
限
界
問
題
が
哲
學

の
最
根
本
問
題
で
あ
る
こ
と
を
反
復
し
て
切
論
し
だ
。
　
　
　
．
、

　
　
　
　
　

，
前
に
蓮
べ
尤
や
う
に
．
哲
學
は
認
識
は
侮
ぞ
や
と
い
ふ
問
題
を
以
て
出
螢
せ
ね
ば
な
ら
毅
。
爾

　
　
　
　
デ
カ
！
ト
の
「
規
期
論
」
に
貌
は
れ
た
る
批
新
論
的
患
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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哲
　
　
墨
・
　
研
　
　
究
　
　
　
第
　
三
　
十
　
一
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
六

ほ
叉
だ
、
確
實
獄
る
認
識
は
朋
帯
剣
明
の
直
観
と
、
演
繹
に
依
て
之
よ
う
し
て
必
然
的
に
導
出
さ
る

る
等
し
く
明
断
平
明
の
結
論
と
の
外
に
出
で
て
は
な
ら
漁
。
然
る
に
吾
々
が
認
識
と
稻
す
る
竜

の
＼
中
に
は
斯
の
如
き
直
観
と
演
繹
と
に
依
る
ど
の
、
出
摩
ね
竜
の
が
あ
る
。
斯
る
揚
合
に
は
吾

々
は
其
腱
に
止
ま
っ
て
明
断
遅
明
の
圏
外
に
認
識
を
進
め
る
ε
を
避
け
ね
ば
な
ら
顧
ゆ
・
併
し
新

る
繧
駿
と
俘
っ
て
吾
々
に
は
、
吾
々
の
知
性
は
抑
も
如
何
な
る
こ
乞
を
知
ウ
得
、
如
何
な
る
乙
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ヘ
　
ヤ

知
う
得
ざ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
一
般
的
に
決
定
せ
ん
と
す
る
要
求
が
み
の
つ
か
ら
起
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
帥
ち
認
識
の
本
性
閥
題
と
結
付
い
て
そ
の
限
界
問
題
が
起
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

「
康
治
は
如
何
な
る
こ
と
を
全
し
得
る
か
を
明
知
せ
ず
し
て
無
盆
の
勢
力
を
費
や
す
こ
と
を
避

け
ん
が
爲
あ
に
は
吾
々
は
特
殊
の
事
物
に
先
っ
て
生
涯
に
一
力
び
ば
必
ず
人
間
理
性
は
一
般
に

如
何
な
る
認
識
を
爲
し
得
る
か
と
い
ふ
疑
問
を
起
さ
讐
る
を
得
ぬ
」
（
o
Q
・
睡
O
）
。
「
人
聞
認
識
は
如
侮
な

る
も
の
な
る
か
其
事
域
は
如
侮
と
い
ム
問
題
劇
ど
切
要
な
問
題
は
な
い
、
從
っ
て
吾
々
は
此
双
方

を
一
の
問
題
に
包
括
し
て
凡
て
の
他
の
問
題
に
先
っ
て
第
「
に
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
竜
の
と
層

す
る
。
こ
れ
實
に
聯
か
な
り
と
竜
翼
理
を
愛
す
る
も
の
が
生
涯
に
一
だ
び
は
必
ず
究
明
せ
ざ
る

を
得
ざ
る
問
題
で
あ
る
、
何
と
な
れ
ば
此
問
題
の
研
究
に
一
切
の
知
識
の
眞
の
器
械
、
発
方
法
が
包

含
さ
れ
て
居
る
か
ら
。
搬
人
の
多
く
は
人
間
理
性
は
果
し
て
蜥
の
如
き
こ
と
を
饗
し
得
る
や
否



や
を
届
だ
び
竜
問
ふ
こ
と
な
く
し
て
自
然
の
秘
密
、
地
上
の
事
物
に
封
ず
る
天
禮
の
影
響
、
未
來
の

宿
命
と
い
ふ
様
な
こ
と
に
期
し
て
大
罪
に
も
論
議
す
る
が
、
予
を
以
て
見
れ
ば
ζ
れ
程
不
合
理
な

こ
と
は
な
い
」
。
（
の
・
霞
）
斯
く
て
デ
カ
「
ト
は
認
識
の
限
界
問
題
を
官
需
の
申
事
問
題
と
し
た
こ
と

を
以
て
史
上
に
代
表
的
位
置
を
占
む
る
ロ
ッ
ク
及
び
カ
ン
ト
に
比
べ
て
劣
ら
滋
強
さ
を
以
て
、
而
し

て
殆
ど
同
様
の
語
氣
を
以
て
此
問
題
が
一
切
の
問
題
に
先
っ
て
解
決
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
汲
唱
の

で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
居
る
。

　
　
斯
く
て
「
規
則
論
」
に
於
け
る
デ
カ
｝
ト
の
思
想
に
は
批
愈
愈
學
の
重
要
な
る
諸
様
相
が
カ
ン
ト

　
前
の
近
世
哲
學
．
者
の
他
の
著
書
の
何
れ
に
竜
優
っ
て
現
は
れ
て
居
る
。
彼
は
、
一
方
に
於
て
は
一

　
切
の
認
識
の
絡
局
要
素
π
る
べ
き
根
本
概
念
と
其
の
必
然
的
結
合
た
る
根
本
命
題
と
を
磯
見
せ

　
ん
と
し
た
織
に
於
て
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
を
介
し
て
カ
ン
㍗
の
第
一
の
先
願
と
な
っ
た
。
帥
ち
カ
ン
ト

　
の
範
瞬
及
び
「
根
本
命
題
」
の
論
究
は
是
等
の
豫
備
的
試
み
の
最
後
の
結
果
で
あ
る
と
言
へ
る
。
他

　
方
に
射
て
は
認
識
の
限
界
問
題
を
虚
血
の
首
途
に
喪
い
疫
織
に
於
て
ロ
ッ
ク
及
び
ビ
ュ
；
ム
を
介

　
し
て
カ
ン
ト
の
第
一
の
先
駆
と
な
つ
だ
。
若
し
形
而
上
學
を
心
心
と
し
て
近
世
第
桶
期
の
哲
學

脇
の
駿
展
杢
先
づ
ス
ビ
ノ
E
ザ
に
至
て
盛
展
の
頂
織
に
蓬
し
た
竜
の
と
考
ふ
れ
ば
其
第
一
の
端

　
　
　
　
　
デ
カ
，
ト
の
「
競
則
論
」
に
現
は
れ
た
る
批
鋼
論
的
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
’
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八

巡
・
を
開
い
π
も
の
は
「
瞑
想
録
」
及
び
「
哲
學
原
理
」
で
あ
る
と
言
へ
る
が
、
併
し
認
識
論
を
申
心
と
し
て
見

1

　
て
近
世
第
一
期
増
金
の
褒
展
が
カ
ン
ト
に
重
て
一
先
づ
完
成
し
だ
込
の
と
見
れ
ば
，
其
第
二
の
磯

　
端
は
「
親
則
論
」
で
あ
っ
て
、
ラ
イ
ブ
ニ
ッ
ツ
、
ロ
ッ
ク
及
び
ヒ
ュ
ー
ム
を
更
し
て
カ
ン
㍗
に
至
て
大
成
し
π
と

　
言
は
れ
得
る
と
思
ぷ
○
唯
其
認
識
の
限
界
を
論
ず
る
覧
ク
、
及
び
ヒ
r
ム
の
如
く
精
な
ら
ず
、
眞
理

　
問
題
、
認
識
問
題
の
内
容
に
於
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
ほ
ど
深
か
ら
ぎ
る
の
み
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
カ
ン
ト

　
を
生
る
乙
と
最
も
遠
い
近
世
哲
漁
者
の
最
も
初
期
の
最
・
竜
未
熟
な
哲
學
的
著
作
と
し
て
’
吾
々
は

　
恕
さ
な
け
れ
ば
な
ら
衣
い
。
併
し
「
規
詰
論
」
に
現
は
れ
泥
批
勃
論
的
思
想
の
此
幼
稚
で
は
あ
る
が

　
有
望
な
萌
芽
は
何
故
に
、
著
者
自
身
が
粛
粛
思
想
の
根
本
的
革
新
の
大
抱
負
を
以
て
世
め
層
批
評
に

　
訴
へ
π
後
期
の
主
著
に
猛
て
毫
も
磯
展
さ
れ
ず
に
絡
つ
尤
の
で
あ
ら
う
か
。
（
未
完
）


